
平成27年度 飯田市議会報告会

産業建設委員会報告

●定例会における委員会審査状況報告

平成26年第４回定例会………１
平成27年第１回定例会………２
平成27年第２回定例会………３
平成27年第３回定例会………４

●平成26年度決算認定に係る事務事業に対する提言………５～８
●平成26年度議会報告会を起点とした調査研究報告………９～11

➢「鳥獣被害対策について」
➢「遊休農地、耕作放棄地対策について」
➢「市の観光施策について」



いいだ市議会だより　　　委員会での審査　産業建設委員会 ⑧

　
10
月
20
日
か
ら
22
日
ま
で
管
外
視
察
を
行
い
、
11
月
26
日
及
び
12
月
12
日
に
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

施
設
の
修
繕
に
係
る
費
用
負
担
の

基
準
は
決
ま
っ
て
い
る
か

セ
ン
タ
ー
に
新
た
な
会
議
室
を

増
築
し
た
の
か

市
田
柿
の
脱
針
式
皮
む
き
器
の

補
助
総
額
と
事
業
予
定
は

道
路
補
修
に
対
す
る
地
元
要
望

へ
の
対
応
は

Ｅ
Ｍ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
の
整
備
事
業

費
及
び
そ
の
内
容
は

過
失
割
合
に
関
す
る
判
断
は

糸島市での視察の様子
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議
案
第
163
号

平
成
26
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）
案

　
　

今
回
の
補
正
に
よ
り
、
市
田
柿
脱
針
式
皮

　
　

む
き
器
の
補
助
総
額
と
事
業
予
定
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
た
か
。

　
　

今
回
の
補
正
は
、
13
台
の
導
入
に
よ
る
補

　
　

助
の
増
加
を
見
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
予
算
の
積
算
の
上
で
32
台
の
導
入

補
助
を
見
込
ん
で
お
り
、
補
助
金
総
額
は
千
８

百
万
円
と
な
る
。

　
　

Ｅ
Ｍ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
試
験
設
備
を
整
備
す
る

　
　

と
の
こ
と
だ
が
、
事
業
費
の
総
額
及
び
そ

の
内
容
は
。

　
　

事
業
費
総
額
は 

５
千
４
百
万
円
余
で
あ

　
　

り
、
ノ
イ
ズ
対
策
用
の
高
周
波
ア
ン
プ
を

２
台
購
入
す
る
。
南
信
州
・
飯
田
産
業
セ
ン
タ

ー
が
事
業
主
体
で
あ
る
。

　
　

道
路
補
修
事
業
に
つ
い
て
、
毎
年
、
地
区

　
　

か
ら
多
く
の
要
望
が
さ
れ
て
い
る
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
を
し
て
い
る
か
。　
　

　
　

市
全
体
で
毎
年
２
千
件
ほ
ど
の
地
区
要
望

　
　

が
あ
る
。
す
べ
て
の
箇
所
の
補
修
は
予
算

的
な
限
り
も
あ
り
難
し
い
。
職
員
が
現
地
を
確

認
し
、
危
険
性
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
順
次
補
修

を
し
て
い
る
。

議
案
第
146
号

飯
田
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

案
件
の
概
要

施
設
の
改
修
に
伴
い
、
新
た
に
整
備
さ
れ
た
会

議
室
の
使
用
料
等
を
定
め
る
。

　
　

会
議
室
１
及
び
会
議
室
２
が
新
た
に
使
用

　
　

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
会
議
室
を
増
築
し
た
の
か
。

　
　

会
議
室
は
以
前
か
ら
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　

の
２
階
に
あ
っ
た
が
、
公
民
館
と
し
て
は

使
用
し
て
こ
な
か
っ
た
。
今
回
の
耐
震
改
修
に

あ
わ
せ
、
公
民
館
と
し
て
一
体
的
な
使
用
が
可

能
と
な
っ
た
。

議
案
第
148
号

飯
田
市
天
龍
峡
温
泉
交
流
館
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

案
件
の
概
要

天
龍
峡
温
泉
交
流
館
を
指
定
管
理
者
に
管
理
さ

せ
る
た
め
、必
要
な
規
定
の
整
備
を
行
う
。

　
　

施
設
が
老
朽
化
し
て
い
る
が
、
今
後
修
繕

　
　

等
を
行
う
際
の
市
と
指
定
管
理
者
の
費
用

負
担
に
関
す
る
基
準
等
は
決
ま
っ
て
い
る
か
。

　
　

今
回
は
指
定
管
理
者
を
導
入
す
る
た
め
の

　
　

条
例
改
正
で
あ
る
。
修
繕
等
を
行
う
際
の

基
準
に
つ
い
て
は
、
今
後
行
う
指
定
管
理
者
の

選
定
に
伴
い
、
指
定
管
理
者
と
協
議
を
行
っ
て

い
く
。

議
案
第
158
号

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

案
件
の
概
要

平
成
26
年
８
月
２
日
に
市
有
地
で
発
生
し
た
、

倒
木
に
よ
る
自
動
車
の
物
的
損
害
に
係
る
賠
償

額
を
定
め
る
。

　
　

市
が
指
定
し
た
駐
車
場
以
外
に
駐
車
を
し

　
　

て
い
て
被
害
に
あ
っ
て
お
り
、
先
方
の
過

失
も
大
き
い
と
考
え
る
が
、
過
失
割
合
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
に
判
断
を
し
た
の
か
。

　
　

現
地
は
、
市
の
所
有
地
を
、
何
人
か
に
分

　
　

け
て
貸
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
回

相
手
方
が
駐
車
し
て
い
た
場
所
は
、
共
有
地
的

に
使
用
し
て
い
る
場
所
で
あ
り
、
過
失
割
合
等

に
つ
い
て
は
、弁
護
士
と
相
談
を
し
た
う
え
で
、

総
合
的
に
判
断
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

実 施 日：26年10月20日（月）～22日（水）
調査項目
１　観光戦略からのシティブランド事業の取り組

みについて　　　　　　　　　　　[ 熊本市 ]

２　黒川温泉観光旅館協同組合の取り組みについ

て　　　　　　　　[ 熊本県阿蘇郡南小国町 ]

３　新幹線によるまちづくり

　駅周辺整備と誘客プロモーションの取り組みに

ついて　　　　　　　　　　[ 佐賀県鳥栖市 ]

４　ＪＡ糸島の産直市場「伊都菜彩」視察

　　　　　　　　　　　　　　[ 福岡県糸島市 ]

５　鳥獣被害対策、農業農村６次産業化支援事業

の取り組みについて　　　　[ 福岡県糸島市 ]

管
外
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
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公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
飯
田
市
保
健
休
養
施
設
）

平
成
26
年
度
飯
田
市
各
財
産
区
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
案

平
成
26
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

７
号
）
案

平
成
27
年
度
飯
田
市
水
道
事
業
会
計
予
算

（
案
）

案
件
の
概
要

飯
田
市
保
健
休
養
施
設
の
指
定
管
理
者
を
平
成

27
年
度
か
ら
３
年
間
、
飯
田
観
光
協
会
と
す
る
。

指
定
管
理
の
期
間
の
設
定
の
理
由
は

水
道
事
業
の
安
定
し
た
経
営
は

９
百
万
円
を
超
え
る
予
算
減
の
原
因
は

何
か

Q
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
の
期
間
は
通
常
５

年
間
が
多
い
が
、
今
回
３
年
間
と
し
た
理
由

は
何
か
。

Q
分
収
造
林
業
務
の
減
に
よ
り
、
９
百
万
円
を

超
え
る
予
算
減
と
な
っ
た
よ
う
だ
が
、
原
因

は
何
か
。

A
こ
の
沢
城
湖
周
辺
の
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、
関
係
者
で
議
論
を
深
め
検
討
い
た
だ

く
よ
う
、
相
手
方
も
同
意
の
上
で
、
ひ
と
つ
の
区

切
り
と
し
て
、
指
定
期
間
を
３
年
間
と
し
た
。

Q
水
道
料
金
の
収
入
減
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、

支
出
は
増
加
し
て
い
る
が
、な
ぜ
か
。
ま
た
、

次
年
度
以
降
も
、
水
道
企
業
と
し
て
安
定
し
た
経

営
は
で
き
る
か
。

A
経
費
節
減
に
努
め
て
い
る
が
、
維
持
管
理
費

の
増
加
、
特
に
電
気
料
上
昇
に
よ
る
経
費
増

加
は
避
け
ら
れ
な
い
。
現
在
の
水
道
料
金
体
系
等

で
も
、
平
成
33
年
ま
で
は
、
応
分
の
確
保
が
で
き

る
見
込
み
で
、
し
ば
ら
く
は
、
安
定
的
な
経
営
が

で
き
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
よ
る
経
済
効
果

の
見
込
み
は
ど
の
程
度
か

天
龍
峡
温
泉
交
流
館
の
改
修
の
コ
ン
セ

プ
ト
及
び
進
め
方
は
ど
う
か
。

Q
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
よ
る
経
済
効
果
を
ど

の
程
度
と
見
込
ん
で
い
る
か
。

A
具
体
的
な
経
済
効
果
の
算
出
は
困
難
で
あ
る

が
、
消
費
予
定
額
は
３
億
１
千
万
円
余
で
あ

り
、
消
費
の
喚
起
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。
利
用
者
、
商
業
者
両
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
、
効
果
の
検
証
を
し
た
い
。

平
成
26
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

８
号
）
案

前
倒
し
し
た
事
業
の
28
年
度
の
実
施
は

Q
国
で
地
方
創
生
の
交
付
金
が
補
正
予
算
化
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
27
年
度
に
新
規
で
取
り

組
む
予
定
の
事
業
を
26
年
度
に
前
倒
し
て
予
算

化
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
引
き
続
き
28
年
度
以
降

も
実
施
し
て
い
く
か
。

平
成
27
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
予
算
（
案
）

A
い
ず
れ
も
27
年
度
の
当
初
予
算
と
し
て
組
立

て
を
行
っ
た
事
業
で
あ
り
、
必
要
な
事
業
に

つ
い
て
、
継
続
を
含
め
そ
の
時
期
に
判
断
を
し

た
い
。

地
域
で
働
く
人
材
の
確
保
及
び
育
成
は

有
効
な
補
助
金
の
交
付
先
の
検
証
は

新
規
就
農
者
に
対
す
る
支
援
の
内
容
は

観
光
広
報
ビ
デ
オ
の
活
用
方
法
は

Q
市
の
産
業
全
体
を
見
渡
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業

界
で
、
地
域
で
働
く
人
材
の
確
保
、
育
成
を

行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

A
地
域
経
済
活
性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
過
程

に
お
い
て
も
、
各
業
界
か
ら
人
材
の
確
保
、

育
成
に
つ
い
て
課
題
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
課
題

と
し
て
認
識
し
、
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Q
飯
田
の
木
で
家
を
建
て
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
は
、補
助
金
交
付
先
が
、建
築
主
、工
務
店
、

設
計
事
務
所
と
３
か
所
だ
が
、
ど
こ
に
働
き
か
け

る
の
が
有
効
か
検
証
し
た
か
。

A
26
年
度
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、

事
業
周
知
に
つ
い
て
は
工
務
店
か
ら
の
働
き

か
け
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
費
用

負
担
が
大
き
い
建
築
主
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
こ
と
が
、
事
業
推
進
に
つ
な
が
る
と
も
考
え

ら
れ
る
の
で
、
今
後
検
討
を
続
け
た
い
。

■
質
疑
の
後
、
議
案
第
65
号
に
対
し
て
反
対
の
立

場
か
ら
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

■
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
東
海
が
行
う
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
工
事

に
対
し
、
国
の
認
可
が
下
り
た
が
、
市
民
の
不
安

も
大
き
い
事
業
で
あ
り
、
関
連
予
算
を
計
上
す
る

当
初
予
算
案
に
つ
い
て
、
反
対
。

★
反
対
討
論

Q
天
龍
峡
温
泉
交
流
館
は
ど
の
よ
う
な
コ
ン
セ

プ
ト
を
持
っ
て
改
修
を
行
う
か
。
指
定
管
理

者
や
地
元
の
意
見
を
聞
き
、
十
分
な
検
討
を
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
予
定
か
。

A
現
時
点
で
は
、
改
修
の
内
容
が
決
ま
っ
て
い

な
い
。
ま
ず
は
、
天
龍
峡
を
訪
れ
た
観
光
客

へ
の
聞
き
取
り
調
査
結
果
も
参
考
に
、
27
年
度
の

前
半
で
、
地
元
の
意
見
を
伺
い
、
年
度
末
を
目
途

に
実
施
設
計
を
進
め
た
い
。

Q
新
規
就
農
者
に
対
し
行
う
支
援
の
具
体
的
な

内
容
は
。

A
新
規
就
農
者
に
対
し
、単
身
者
は
百
50
万
円
、

夫
婦
で
は
２
百
25
万
円
の
補
助
金
を
最
長
で

５
年
間
支
給
す
る
。

Q
観
光
広
報
用
ビ
デ
オ
を
作
成
し
、
東
京
方
面

で
Ｐ
Ｒ
を
予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

具
体
的
に
、
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
。

A
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
で
つ
な
が
る
品
川
区
を

足
掛
か
り
に
、
首
都
圏
に
向
け
て
広
め
て
い

き
た
い
。
ビ
デ
オ
は
、
品
川
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

区
民
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
の
放
送
、
観
光
協
会
の
物
産

展
、
県
の
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
の
イ
ベ
ン
ト
等
で

の
上
映
を
想
定
し
て
い
る
。

A
国
か
ら
独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
へ

の
予
算
が
減
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
森
林
総
合

研
究
所
と
の
分
収
造
林
業
務
委
託
が
減
に
な
っ
た

こ
と
が
原
因
で
あ
る
。

産
業
建
設
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

2
月
25
日
、
3
月
12
日
及
び
13
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の
審
査

の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

議
案
第
38
号

議
案
第
64
号

議
案
第
53
号

議
案
第
77
号

議
案
第
54
号

議
案
第
65
号
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平
成
27 

年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
案

5
月
20
日
に
管
内
視
察
、6
月
22
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
の
質
疑
等
及
び
管
内
視
察
の
模
様
を
紹
介
し
ま
す
。

議
案
第
96
号

案
件
の
概
要

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
関
連
事
業
費
を
追
加
す

る
。建

設
用
地
取
得
事
務
委
託
の
内
容
は

建
設
用
地
取
得
事
務
委
託
の
内
容
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

用
地
取
得
計
画
に
基
づ
き
、
今
年
度
は
松
川

入
財
産
区
が
所
有
す
る
土
地
の
取
得
を
目
指

す
が
、
土
地
買
収
費
用
は
市
と
の
委
託
費
用
に
は

含
ま
れ
て
い
な
い
。
事
業
初
年
度
で
あ
り
必
要
書

類
の
作
成
等
の
事
務
経
費
の
ほ
か
、
不
動
産
鑑
定

に
必
要
な
調
査
費
を
計
上
し
て
い
る
。

具
体
的
に
調
査
箇
所
名
を
あ
げ
て
の
答
弁
が

あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
そ
の
他
の
場
所
の
調
査

等
を
行
う
か
。

Ｊ
Ｒ
東
海
側
か
ら
、
今
年
度
市
に
対
し
て
の

要
求
箇
所
は
一
箇
所
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
の

調
査
予
定
は
な
い
。

AA QQ

実施日：27年5月20日
調査項目、視察先等
①上郷上黒田配水池
②野底山森林公園モーリーの森交流館
③権現堂橋（橋りょう長寿化修繕事業）
④妙琴浄水場更新整備事業
⑤ココロファームビレッジ（6次産業化推進事業）
⑥天龍峡温泉交流館
⑦天龍峡大橋添架歩廊設置
⑧松尾浄化管理センター
⑨航空宇宙産業クラスター拠点工場
⑩動物園　りんご並木

管内視察

産
業
建
設
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

松尾浄化管理センター（産業建設委員会）

航空宇宙産業クラスター拠点工場
（産業建設委員会）

庁舎整備事業（総務委員会）

リニア中央新幹線関連か所
（総務委員会）

下久堅公民館・下久堅自治振興センター
（社会文教委員会）

特別養護老人ホーム笑みの里
（社会文教委員会）

管
内
視
察
を
実
施
し
ま
し
た

　

3
つ
の
常
任
委
員
会
で
は
、
委
員
会
が
所
管
す

る
前
年
度
予
算
の
執
行
状
況
の
確
認
を
行
い
、
事

務
事
業
評
価
の
参
考
と
す
る
た
め
、
事
業
現
場
の

視
察
を
実
施
し
て
い
ま
す
。



定例会における委員会審査状況報告

定例会名 平成27年第３回定例会

委員会名 産業建設委員会

委員会が所管す
る事項

産業経済部、建設部、上下水道局、水道局及び農業委員会の所管に属する事項

委員会開催日 平成27年９月17日、18日

主な審査案件

(1)「飯田市営住宅等条例の一部を改正する条例の制定について」
(2)「公の施設の指定管理者の指定について(市営住宅等及び
　共同施設等)」
(3)「市道路線の変更について」
(4)「平成27年度飯田市一般会計補正予算(第３号)案」のうち
　当委員会付託分
(5)「平成27年度飯田市下水道事業特別会計補正予算(第１号)案」
(6)「平成27年度飯田市水道事業会計補正予算(第１号)案」
(7)「平成26年度飯田市一般会計歳入歳出決算認定について」
　のうち当委員会付託分
(8)「平成26年度飯田市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について」
(9)「平成26年度飯田市水道事業決算認定について」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他４件

議案に対する主
な質疑・答弁
（執行機関側と
の議論のやり取
り）

【「飯田市営住宅等条例の一部を改正する条例の制定について」及び「公の施
設の指定管理者の指定について(市営住宅等及び共同施設等)」】
○市営住宅等の管理を、長野県住宅供給公社が行なうが、苦情等の窓口はどこ
になるのか　　⇒⇒長野県住宅供給公社が窓口となる予定であり、入居者説明
会等により周知していく。また、市でも課題解決のために必要な取組みは行っ
ていく
〇入居者同士のコミュニティ醸成に課題があるが、コミュニティ醸成の支援に
は、様々な課題への対処が必要だが、管理委託後も今までどおりの必要な支援
は行われるか　　⇒⇒長野県住宅供給公社は、県内712団地を管理しており、地
域コミュニティに関する課題等への対処実績もあり、迅速かつ適切に対応でき
ると考える。また、委託に際しては、充分な引継ぎを行ない、引き続き市に残
る業務については、必要な調整を進め、サービスが低下することのないよう努
める

【平成27年度飯田市一般会計補正予算（第３号）案】
○松くい虫の被害が拡大しているようだが、現状はどうか　　⇒⇒Ｈ13年を
ピークに24年度までは減少傾向にあった。26年度の被害駆除量は、前年度に対
して倍増し、増加傾向にある
〇拡大する被害に対し、今回の補正予算の規模は適切か、またその効果は
⇒⇒被害防除対策に一定の効果があったと考えている。今回の補正額は、現場
を精査し、必要最小限度の予算規模にとどめた。現在被害が拡大している原因
は不明であるが、予防と駆除の手を緩めると、被害がさらに拡大する状況にあ
る

審査案件に対す
る表決の結果

・上記全議案について、採決の結果「可決」又は「認定」

26年度議会報告会
後に設定した政策
的な課題との関係

・設定したテーマに関連する施策及び事務事業について、行政評価の中で検証
を行った。

当該議案と行政
評価との関係性

・26年度各会計決算認定の付帯意見として、所管する事業のうち14事業を対象
として行政評価及び提言をとりまとめた。提言書は他の常任委員会分と合わせ
９月18日に議長から市長に渡した。

請願・陳情審査 　なし



平成26年度の議会報告会を起点とした調査研究報告書（ 27年度）

委員会名 産業建設委員会

〔課題整理〕
(1) 高齢化、規制強化などにより猟友会員が減少している。
(2) 対策に地域格差が生じている。
(3) 市町村単位の取り組みでは根本的な解決にはならない。

〔取組経過〕
　平成25年７月24日　産業建設委員会の開催（前年度事業評価）
　　　　　８月５日　産業建設委員会協議会の開催（前年度事業評価）
　　　　　９月　　　議会による行政評価において「農作物被害対策事業」の拡大を市へ
　　　　　　　　　　提言。また委員会協議会において「地域経済活性化プログラム」の
　　　　　　　　　　協議で、ジビエの活用について質疑し、提言した。
　平成26年３月13日　26年度当初予算において提言の反映状況確認
　　　　　　　　　　　事業規模・予算　ともに「拡大」
　　　　　４月23日　管内視察において「サル囲いわな」の現地視察
　　　　　７月23日　産業建設委員会の開催（前年度事業評価）
　　　　　８月４日　産業建設委員会協議会の開催（前年度事業評価）
　　　　　９月18日　議会による行政評価において「農作物被害対策事業」の拡大を提言
　　　　　　　　　　・凍霜害等自然災害に対する防災意識の向上と、適切な指導・支援
　　　　　　　　　　　体制の充実を図られたい。
　　　　　　　　　　・鳥獣被害対策として、被害が急増しているサルの個体数削減のた
　　　　　　　　　　　めの囲い罠設置を拡大されたい。
　　　　　10月　　　議会報告会において３ブロックで意見交換実施
　　　　　10月22日　県外先進地の視察実施
　　　　　　　　　　（福岡県糸島市）
　平成27年３月12日　27年度当初予算において提言の反映状況確認
　　　　　　　　　　　事業規模・予算　ともに「拡大」

〔調査研究結果〕
　平成25、26年度の議会による行政評価で「拡大」を提言し、市側からも拡大の方向性が
示されている。また、取組みをとおして、有害鳥獣の被害は、地域や種別により個別な対
応が必要となる点もあり、市全体として統一的な取組みが困難である点も確認した。以上
を踏まえ本テーマについては調査研究を終了し、今後は行政評価を通して、個別対応の状
況を確認していく。

調査研究テーマ 鳥獣被害対策について

テーマ設定の背
景

・農作物に対する鳥獣被害が問題となっている。
・県への要望も行ってきたが、改善のための課題について検討を行った。

調査研究の経
過・結果



平成26年度の議会報告会を起点とした調査研究報告書（ 27年度）

委員会名 産業建設委員会

 調査研究テー
マ

遊休農地、耕作放棄地対策について

テーマ設定の背
景

〔報告会での意見・要望を踏まえたテーマ設定の背景等〕
　平成25年度の議会報告会産業建設委員会分科会の意見交換、アンケートで、「政策提言
を目指す議会として、地域環境（田畑など）維持整備の対策に対する方向性を提言願いた
い。」旨の意見があった。

※委員会の活動報告において25年度議会による行政評価提言として下記を説明
〔H25年度　豆・そばによる遊休農地活用事業　市への提言内容〕
　事業としては「拡大」提言
　・遊休農地の活用に有効な事業である。NPOみどりの風とも連携し、さらに事業を
　　周知するなど栽培面積の拡大を図られたい。
　・本事業による遊休農地の解消状況を把握し、効果を検証されたい。

〔27年度の取組〕
　平成27年７月8/9日 産業建設委員会管外視察
　　　　　　　　　　石川県七尾市で企業参入による耕作放棄地活用の取組視察
　　　　　７月22日　産業建設委員会の開催（26年度事業評価）
　　　　　８月４日　産業建設委員会協議会の開催（26年度事業評価）
　　　　　９月　日　耕作放棄地解消事業に対し市へ提言
　　　〈提言内容〉 「やり方改善」を提言
　　　・耕作放棄未然防止策、耕作地の統合拡大、栽培作物の検討、担い手に農業法
　　　　人、企業参入を考慮するなど、「耕作放棄地解消」を主目的とした政策の下
　　　　に事業体系を再構築されたい。
　　　・前年度に実施された耕作放棄地現地調査の結果を有効活用されたい。
　　　・地域の課題として取り組む必要が有ることから、まちづくり委員会と情報共有
　　　　するなど協力を求めること。

今後の取組
・委員会としても、議会報告会の意見交換をとおし研究を進めていく。
・市の施策、事務事業が効果的に行われるよう監視、評価していく。

〔課題整理〕
・荒廃農地の再生を実施しても、一方で耕作者（新規就農者）の確保が難しい。
・農業従事者の減少とあわせて地区住民も減少しており、根本的な解決が難しい。

〔取組経過〕
　平成26年３月13日　26年度当初予算において提言の反映状況確認
　　　　　　　　　　　　　　事業規模・予算　ともに「拡大」
　　　　　７月23日　産業建設委員会の開催（前年度事業評価）
　　　　　８月４日　産業建設委員会協議会の開催（前年度事業評価）
　　　　　９月18日　耕作放棄地解消事業に対し市へ提言
　　　〈提言内容〉 「拡大」を提言
　　　・現状として、耕作放棄地として増加する面積に、農地として再生した面積が
　　　　全く追いついていない。より積極的な事業展開をされたい。
　　　・農業委員会とも連携し、新たな耕作者確保のための施策の充実を図られたい。

　　　　　10月　　　議会報告会において、４ブロックで意見交換実施
　　　　　12月12日　委員会協議会において議会報告会で寄せられた意見確認
　　　27年３月12日　27年度当初予算において提言の反映状況で事業規模・予算ともに
　　　　　　　　　　「拡大」の確認

調査研究の経
過・結果



平成26年度の議会報告会を起点とした調査研究報告書（ 27年度）

委員会名 産業建設委員会

 調査研究テーマ 市の観光施策について

テーマ設定の背
景

〔報告会での意見・要望を踏まえたテーマ設定の背景等〕
・リニア中央新幹線、三遠南信自動車道等交通網の整備を見据え誘客施策やプロモーショ
ンを検討する必要がある。
・観光統計による観光客数、観光消費額ともに減少傾向が続いており、魅力ある観光地と
するために資源や受入れ体制の整備も必要である。

〔27年度の取組〕
　平成27年５月20日　管内視察において
　　　　　　　　　　　・天龍峡温泉交流館の現地確認
　　　　　７月8/9日 産業建設委員会管外視察
　　　　　　　　　　石川県七尾市で道の駅能登食祭市場の取組み視察
　　　　　　　　　　岐阜県高山市で観光施策について・外国人観光誘客の取組につい
　　　　　　　　　　て視察
　　　　　７月22日　産業建設委員会の開催（26年度事業評価）
　　　　　８月４日　産業建設委員会協議会の開催（26年度事業評価）
　　　　　９月　日　関連事業に対し対し市へ提言
　　　〈提言内容〉
　　　　「観光誘客宣伝事業」　 「やり方改善」
　　　　「広域連携による観光誘客事業」　「やり方改善」

　　　　　10月　　　議会報告会において
　　　　　　　　　　「地域資源を生かし、地域経済や地域の活性化を図るには」を
　　　　　　　　　　テーマに意見交換
　

今後の取組
・委員会としても、議会報告会の意見交換をとおし研究を進めていく。
・市でも観光振興ビジョン策定に着手しており、内容や事務事業への反映状況等を監視、
評価していく。

調査研究の経
過・結果

※テーマ設定前の取り組み
25年度議会による行政評価で「天龍峡温泉交流館管理事業」について「廃止」提言
〈市の対応〉
　事業規模としては「見直し・改善」、予算としては「現状維持」
　施設の今後については地区等でも検討中であり、その結果も踏まえて方針を出す。
〈議会の対応〉
　委員会としても市の検討状況を注視しつつ、管内視察での現地確認などを通し研究を
　進めていくことを確認

〔取組経過〕
　平成26年４月23日　管内視察において
　　　　　　　　　　　・かぐらの湯(ペレットボイラー施設他）
　　　　　　　　　　　・遠山郷案内看板
　　　　　　　　　　　・天龍峡温泉交流館の現地確認、意見交換
　　　　　７月23日　産業建設委員会の開催（前年度事業評価）
　　　　　８月４日　産業建設委員会協議会の開催
　　　　　　　　　　　（前年度事業評価）
　　　　　９月12日　産業建設委員会協議会勉強会の開催
　　　　　９月18日　関連事業に対し市へ提言
　　　　　　　　　　　（中間とりまとめ）
　　　　　　　　　　「海外誘客促進事業」で「やり方改善」を、
　　　　　　　　　　「まちなか誘客促進事業」で「やり方改善」を提言
　　　　　10月　　　議会報告会において、３ブロックで意見交換実施
　　　　　12月12日　委員会協議会において議会報告会で寄せられた意見確認
　平成27年３月12日　天竜峡温泉交流館について、産業建設委員会で指定管理について
　　　　　　　　　　審査を行った。また、天龍峡に賑わい再生のための改築等整備を
　　　　　　　　　　行う方針が示された。
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